
（食料安全保障強化に向けた革新的新品種開発プロジェクト
のうち食料安全保障強化に資する新品種開発）

・サツマイモの栽培面積は近年のサツマイモ基腐病の発生等により減少
・基腐病に対する抵抗性は原料用の主力品種｢コガネセンガン｣は“やや弱”， 「シロユタカ」は“中”
・原料用サツマイモの生産量を安定確保するためには，基腐病に強く，多収な品種の選定が急務

鹿児島県農業開発総合センター
園芸作物部作物研究室

「コガネタイガン」は「シロユタカ」に比べて多収で，サツマイモ基腐病抵抗性は“強”

原料用サツマイモの新奨励品種「コガネタイガン」の特性

成果の内容

背景・目的

〇普及対象・範囲
原料用サツマイモ生産者

期待される効果

(R07)

「コガネタイガン（九州２０３号）」の特性
（「シロユタカ」と比較）
・サツマイモ基腐病抵抗性は“強”
・上いも収量は多く，でん粉重も重い

・しょ梗の強さは「シロユタカ」より切り離しにくいものの，｢こないしん｣より
切り離し易く，「コガネセンガン」と同程度
・萌芽性は“良”，貯蔵性は“易”

表１ 病害虫抵抗性，萌芽性，貯蔵性

注１）病害虫抵抗性は５段階評価 強，やや強，中，やや弱，弱
２）サツマイモ基腐病抵抗性は，５か年（令和３～７年度）の結果
３）萌芽性，貯蔵性は，５段階評価 萌芽性：良，やや良，中，
やや不 良，不良 貯蔵性：易，やや易，中，やや難， 難
４）センチュウ抵抗性，萌芽性，貯蔵性は九州沖縄農研センター，
つる割病抵抗性は中日本農業研究センターの結果

〇サツマイモ基腐病の発生リスクの軽減
〇「コガネセンガン」の代替により生産量増

原料用サツマイモの安定生産と
生産者の収益の確保

図２ 上いも収量，でん粉重
注１）現地試験は５月移植
２）３か年（令和３～５年度）の平均値

＜本情報の栽培条件等（場内試験）＞
・植付時期 ４月植付：４月下旬，５月植付：５月下旬
・黒マルチ栽培，畝幅0.9ｍ，株間0.4ｍ
・施肥量 N：P2O5：K2O=8:12:24kg/10a（令和３，４年度）

N：P2O5：K2O=8:12:20kg/10a（令和５年度）

品種名
ｻﾂﾏｲﾓ
基腐病
抵抗性

ｻﾂﾏｲﾓﾈｺ
ﾌﾞｾﾝﾁｭｳ
抵抗性

ﾐﾅﾐﾈｸﾞｻ
ﾚｾﾝﾁｭｳ
抵抗性

つる
割病

抵抗性
萌芽性 貯蔵性

コガネタイガン 強 強 やや強 強 良 易

シロユタカ 中 強 やや強 やや弱 良 やや易

みちしずく やや強 強 中 － やや不良 中

コガネセンガン やや弱 やや弱 弱 弱 中 中

こないしん 強 強 やや強 やや強 中 易


